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第２学年 ６ 確率

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査①

１ 次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。【H19】

(1) １の目が出る確率が であるさいころがあります。このさいころを投げるとき，どのようなこと

がいえますか。下のアからオの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア ５回投げて，１の目が１回も出なかったとすれば，次に投げると必ず１の目が出る。

イ ６回投げるとき，そのうち１回は必ず１の目が出る。

ウ ６回投げるとき，１から６までの目が必ず１回ずつ出る。

エ ３０回投げるとき，そのうち１の目は必ず５回出る。

オ ３０００回投げるとき，１の目はおよそ５００回出る。

(2) Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４チームがバレーボールの試合をします。どのチームも他のすべてのチームと１

回ずつ試合をします。このときの全部の試合数を求めなさい。

２ ある学校で，図書委員１５人について１か月間に読んだ本の冊数を調べました。下の表は，その結

果を整理したものです。【H19】

＜図書委員１５人の読んだ本の冊数＞

図書委員 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

読んだ本(冊数) ４ ３ ８ ４ ６ ２ ２ ４ ３ ４ ３ ２ ３ ２ ４

この図書委員１５人が読んだ本の冊数の平均について，下のアからエの中から正しいものを１つ

選びなさい。

ア ４冊読んだ人は５人で一番多いから，平均は４冊である。

イ 読んだ本の冊数が多い順に並びかえてみると，１５人の真ん中になる８番目の人は３冊読んで

いるから，平均は３冊である。

ウ 全員の読んだ本の冊数を合計して１５でわると，３.６になるから，平均は３.６冊である。

エ 一番多く読んだ人が８冊，一番少ない人が２冊だから，平均は５冊である。
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第２学年 ６ 確率

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査②

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。【H20】

(1) 下の図のように，１から３までの数字を１つずつ書いた３枚のカードがあります。

１ ２ ３
この３枚のカードのうち，２枚並べて２けたの整数をつくります。全部で何通りの整数ができる
aじゅけいず

かを樹形図を使って求めます。すべての場合を表している樹形図を，下のアからエの中から１つ選

びなさい。

ア イ

十の位 一の位 十の位 一の位

２ ２

１
１

３

３

２ ３

ウ エ

十の位 一の位 十の位 一の位

２ １

１ １ ２
３

３

１ １

２ ２ ２
３

３

１ １

３ ３ ２
２

３

(2) 袋の中に，同じ大きさの赤玉３個と白玉２個の合計５個の玉がはいっています。この袋の中から

玉を１個取り出すとき，それが赤玉である確率を求めなさい。



第２学年 ６ 確率

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査③

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。【H21】

(1) 次のようなＡとＢの画びょうがあります。この２種類の画びょうを投げるとき，どちらが上向き

になりやすいかを実験で調べました。

Ａの画びょう Ｂの画びょう

下の表は，Ａを１５００回，Ｂを２０００回投げた結果です。

上向きの回数 下向きの回数 投げた回数

Ａ ０８３１ ６６９ １５００

Ｂ １０７３ ９２７ ２０００

どちらの画びょうが上向きになりやすいかを調べるには，この結果をどのように比べればよいで

すか。下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア 上向きの回数を比べる。

イ 下向きの回数を比べる。

ウ 上向きの回数と下向きの回数の差を比べる。

エ 投げた回数に対する上向きの回数の割合を比べる。

(2) 大小２つのさいころがあります。この２つのさいころを同時に投げるとき，出る目の数の和が７に

なる確率を求めなさい。ただし，どちらのさいころも１から６までの目の出方は同様に確からしい

ものとします。



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査④

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。【H22】

(1) Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４チームがバレーボールの試合をします。どのチームも他のすべての

チームと１回ずつ試合をします。このときの全部の試合数を求めなさい。

【解答】

試合

(2) １枚の硬貨を何回か投げます。このとき，硬貨の表と裏の出方について，どのようなこ
こう か

とがいえますか。下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。ただし，硬貨

の表と裏の出方は，同様に確からしいものとします。

ア ２回投げるとき，そのうち１回は必ず表が出る。

イ ２回続けて表が出たとすると，次は必ず裏が出る。

ウ ５回投げるとき，表が５回出ることはない。

エ １０回投げるとき，必ず表が５回出る。

オ ２５００回投げるとき， 表が出る回数の割合と裏が出る回数の割合はほとんど同じに

なる。

【解答】

第２学年 ６ 確率



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査④ Ａ問題

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４チームがバレーボールの試合をします。どのチームも他のすべての

チームと１回ずつ試合をします。このときの全部の試合数を求めなさい。【H22】

【解答】

試合

(2) １枚の硬貨を何回か投げます。このとき，硬貨の表と裏の出方について，どのようなこ
こう か

とがいえますか。下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。ただし，硬貨

の表と裏の出方は，同様に確からしいものとします。【H22】

ア ２回投げるとき，そのうち１回は必ず表が出る。

イ ２回続けて表が出たとすると，次は必ず裏が出る。

ウ ５回投げるとき，表が５回出ることはない。

エ １０回投げるとき，必ず表が５回出る。

オ ２５００回投げるとき， 表が出る回数の割合と裏が出る回数の割合はほとんど同じに

なる。

【解答】

(3) ２枚の硬貨Ａ，Ｂを同時に投げるとき，２枚とも表の出る確率を求めなさい。ただし，

硬貨の表と裏の出方は，同様に確からしいものとします。【H23】

【解答】

第２学年 ６ 確率
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